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 舞鶴市では０歳から１５歳までの一貫し

た教育の充実・強化に取り組んでいます。

先生方におかれましては、十分にご承知

のことと存じますが、乳幼児期は生涯にわ

たる人格形成の基礎を培う重要な時期と

されています。乳幼児にかかわる人・関係

機関等が乳幼児において大切にしたいこ

とを共通認識していけるよう、本市におけ

る「乳幼児教育ビジョン」を作成することと

なりました。 

２月の広報まいづるでご覧になっておら

れるかと思いますが、ビジョンの案がまとま

り、パブリックコメント手続制度に基づき、

市民の皆様からの意見を募集している段

階であります。３月１日まで市民の皆様か

らの意見を募集し、その意見を踏まえて、

３月中には「舞鶴市乳幼児教育ビジョン」

を策定することとしております。 

 

本日は先生方にもビジョンについて理

解を深めていただきたく、ビジョン作成の

経緯と中身について簡単にお話させてい

ただく時間を設けました。 

今年度のニュースレター第１号でお知

らせしております通り、この質の向上推進

事業は大きな２本の柱を持って今年度進

めてまいりました。１つ目の柱はビジョンの

策定でもう１つの柱は幼児教育・保育の

質の向上研修です。研修については後ほ

ど、子どもを主体とした保育・保幼小連携

ともに報告いただきます。 

 

ビジョン策定は、懇話会と作業部会との

２つの会が構成されて進められていきまし

た。 

懇話会では、子どもを主体とした保育

の研修でお世話になり、本日ものちほど指
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導講評をお願いしています北野幸子

先生を会長に迎えて委員さんのそれ

ぞれの立場から本市の乳幼児教育・保育

に対する意見交換が行われました。 

5月23日に行われた、第1回の懇話会

でははじめに記念講演があり、北野先生

から「乳幼児期の発達」「教育・保育の考

え方」「遊びや体験を通して学ぶ」こと等を

お話いただきました。この講演会は作業部

会のみなさんにも聞いていただきました。 

作業部会では、市内の保育園・幼稚

園・小学校・中学校の代表者の方に集

まっていただき、グループに分かれてテー

マごとに議論する・アンケート調査を実施

するなどして、それぞれの立場から子ども

たちの現状を語り合い、課題を見出しビ

ジョンのたたき台を作成しました。 

作業部会はこれまで、公立私立・校種

をこえての交流はほとんど行われていませ

んでしたので、それぞれの立場から見つめ

た子ども・家庭像について、保育・教育に

対する考え方を知ることは意義深いことで

した。第4回の作業部会では懇話会の副

会長をお世話になりました兵庫教育大学

大学院 教授の溝邊先生から校種間の

連携の大切を学ぶ場を設けました。その

あとの作業部会での話し合いはより、具体

的な内容になり、保幼小中の職員が共通

の学びを得たことはとても貴重な機会でし

た。 

作業部会では、 

・指示待ちではなく、自分で考えて自ら動

き出すことができる力を持って欲しい。 

・人とかかわることを苦手としている現状か

ら、意図的に仲間とともに生活する経

験を設けること、仲間との生活の中での

規範意識の必要性を学ぶことも大切で

はないか。 

・達成感や成功体験を重ねることで失敗

しても何度でも挑戦することができる姿

勢を培って欲しい。 

といった子ども像に対する意見が出されま 

した。 

 

自己肯定感、自己有用感、自己有能

感についても議論され、信頼関係や愛着

形成がすべての基盤になること、生活習

慣の確率と体つくりの大切さも確認されま

した。そして、子ども達は家庭・教育機関・

地域と様々な環境での経験を通して育っ

ていくことからそれぞれの役割や連携の必

要性に対しても意見を出し合いました。 

作業部会での意見が懇話会にて議論

され、その議論を受けて再度、作業部会

で深めていくという繰り返しを経て今回のビ

ジョン（案）となっています。 

それでは、その内容についてお話をして

いきます。 

 

まず、ビジョンの位置づけについてで

す。 

はじめにもお話しました通り、本市では

子どもの発達を連続性をもってとらえ、そ

の時期に適した保育・教育を考えていくこ

とを目指しています。図で示していますよ

うに乳幼児期に育むことは、これから先の

小中学校教育において目指している「ふ

るさと舞鶴を愛し夢に向かって将来を切り

拓く子ども」に向かっていく基盤となりま

す。0歳から15歳までの教育の中の乳幼

児期を担う部分が今回策定したビジョンに

なります。 
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次に、育てたい子ども像、育てたい力、

育てたいこころについてです。 

「主体的に取り組む子ども」 

「自分も友達も大切にする子ども」 

「意欲的に遊ぶ子ども」 

の３つを育てたい子ども像としてあげまし

た。 

 自己決定力・自己調整力・コミュニケー

ション力等の育てたい力と安心感・信頼

感・自己肯定感等の育てたい心を育み、

将来自分で生きていく【自立】と、自分で

考えて行動していく【自律】という二つを備

えてほしいと願っています。 

 

 まず、育てたい子ども像の「主体的に取

り組む子ども」は「ぼく、わたし」という主体

的で意欲的な自分を示します。 

 これは、自分で考え、判断し、行動する

力という「自己決定力」、自分の思いや考

えを伝える力「自己表現力」、集中し根気

強く取り組み、考え工夫し、見通しを持つ

力「自己調整力」を育成することでこの姿

に近づけると考えます。 

 

 次に「自分も友達も大切にする子ども」に

ついてですが、「みんなの中のぼく、わた

し」という集団とその一員である自分との

関係について示しています。自分を大切

にされた子どもは友達のことも大切にする

ことができます。仲間との生活の中でコ

ミュニケーション力や集団生活を成り立た

せていく上で必要になってくるルールを守

る力、相手の気持ちを受け止める力も身

につけていってほしいと考えます。 

 

 子ども達は「ぼく、わたし」と「集団の一員

としてのぼく、わたし」を行きつ戻りつしなが

ら育っていきます。 

そして、様々なことに興味・関心をもっ

てものや人に関わり三点目の「意欲的に

遊ぶ子ども」を目指します。 

 

 このような子ども像に近づくために育てた

いこころとして、図の中の丸で囲んで示し

ました６つをあげています。文字数により

丸の大きさが異なりますが、大切さは同じ

です。 

・安心できる居場所で「安心感」を抱く

こと 

・信頼できる人と過ごす中で「信頼感」を

持つこと 

・自分のやりたいことに取り組む中で「達成

感」を感じること 

・自分のことが好きと感じる「自己肯定感」 

・自分もできる、やればできると感じる「自

己有能感」 

・自分が人の役に立った、人から認められ

たと感じる「自己有用感」 です。 

 

 いまお話しました「育てたい子ども像・

力・こころ」の実現に向けて家庭・地域・保

育所・幼稚園・小学校・中学校・行政等、

子どもを取り巻く全員が認識を共有すると

いうことで基本理念に～みんなでつながり

育む・・・～という言葉が入っています。 

 そして、「主体性の育成」と「自己を肯定

するこころの育成」の２つをあげました。 

 

主体性の育成にあたっては、自己決定

力、自己表現力、自己調整力の育成の

ためには、１つ目に「一人一人の子どもを

理解し、個々の個性やよいところ、得意な

ところを伸ばすようにかかわっていくこと」２

つ目として「子どものやりたい気持ちを尊重

して意欲を育て、その際には子ども自身が

気づくことができるよう周りの大人が言い

過ぎない、見守る、ヒントを与えるといった

ようなかかわりに心がけること」が必要とな

ります。 

 

 コミュニケーション力、協同する力の育

成のためには 

・子どもの言葉に耳を傾け、応答的にやり

取りする 

・自分の思いを話し、相手の考えを聞いて

互いに認め合う場をつくる 

・集団の中で互いに気持ちよく過ごすため

にルールが必要であることを経験したり

話し合ったりする場を持つ 

・友達と思いが違うことを知ることや、いざ

こざの場面を自分の気持ちをコントロール

する力を培う場面ととらえる といったかか

わりを大切にしたいと思います。 

 

 自己を肯定するこころの育成については 

一人一人の良いところがほめられる→自

信を持つ→意欲を持って物事にかかわる

→周りの人に認められる・達成感を感じる

→人の役に立つことができた喜びを感じ

る、といったサイクルの中で自己肯定感・

自己有能感・自己有用感・達成感を育ん

でいきます。ほめる・認めるといったかか

わりを大切にしたいと思います。 

 

 そして、将来にわたる人への信頼感の

出発点になる適切な「愛着」形成が重要

であり、ありのままの姿を受け止めてもらい

安心・安定感を持って過ごせる居場所作

りが必要です。 

 

 基本方針についてですが、ここからは簡

単にポイントだけをお伝えしていきます。 

 質の高い乳幼児教育の充実、保育所・

幼稚園・小学校・中学校の連携の充実、

地域ぐるみの乳幼児教育の推進の３点を

あげています。 

 

 乳幼児教育は子ども自らが環境にかか

わり、遊びを通して自身が感じたり考えたり

することが基盤となります。また、子ども達

がのびのびと体を動かし、こころを揺れ動

かして多くの感情体験を積み上げてしっか

りとした土台作りを行っていけることも欠

くことはできません。これらのこと

を考慮しながら実践し、保育を振り

返り、その評価を次に活かす繰り返

しの中でそれぞれの園・保育者の保

育観が充実していき内容の濃い実践

となっていきます。 

 

 保育計画を立てる際には子ども達

の発達を理解し、発達に即した保育

内容になることと個々の発達に応じ

た支援を行うことも考えなくてはな

りません。 



 連携の充実については子どもの育

ちを乳幼児教育と学校教育とをつな

げることと互恵性ある連携活動にし

ていくことをポイントにしたいと思

います。 

 

 地域ぐるみの乳幼児教育の推進に

ついては基本理念のところでお伝え

しましたように子どもを取り巻く大

人たちがつながり合って子ども達の

育ちを見つめ、考えていきたいと思

います。その中で、保育所・幼稚園

の役割としては保育内容の充実に努

めるとともに、公私、職種、園・校

種の枠を越えて連携する、 家庭の

パートナーになる、家庭・地域への

情報発信をする、地域と連携する こ

とがあげられます。 

 

今後の方向性についてはここに示

した通りですが、今回策定されたビ

ジョンの内容が子ども達の育ちに生

かさせていくことが最も求められる

ことです。 

 

作業部会に参加してくださった先

生方の感想で連携の大切さを学ん

だ、幼児期に大切なことは小中学校

にもつながっていることだ。という

意見をたくさんいただきました。 

子ども達を取り巻くそれぞれの校種

の職員が同じ場に会してビジョンを

実践に反映させていけるよう研修で

きる機会を持ち、それぞれの教育の

充実に努めていけるようにしたいと

考えています。 

 

 またビジョン策定後は、広く市民

や地域団体等に対しまして、ビジョ

ンの内容をわかりやすく説明したパ

ンフレット等を作成したり、市民向

けの説明会や講演会などを開催した

りして、ビジョンの啓発・普及に努

めていくことにしております。 

実施報告＜事務局＞ 

研修実践報告「子どもを主体とした保育」 



平成２５年から始まった「保育の質の

向上」事業について、永福保育園でも取り

組みを重ねてきました。初年度は、保育

の可視化を目指した「エピソード記録」では

ありますが、一方、普段の生活の中にある

保育の活動を職員で話し合う機会を作る

ことが出来ました。 

 二年目となる２６年度には、保育のねら

公開保育報告（公開園代表） 

いと内容を踏まえた「ドキュメンテーション」

に取り組みました。参観日等に各年齢に

ついて掲示を数回行うことで保護者にも

保育の活動を一定ご理解いただくことがで

きたと思います。 

 今年度については、永福保育園で初め

ての「公開保育」を平成２７年７月１５日に

行いました。夏の午後ではありましたが、

元気な子ども達が大好きな「園庭遊び」

で、しゃぼん玉、虫探し、竹馬などを行っ

ている様子を見ていただきました。 

公開保育を行うに当たり、子どもの目

線で保育環境を見直したり、動線を踏ま

えた工夫を行いました。玩具については、

「恩物」を意識しながら充足する状況を

作っていたはずですが、実際に再度確認

をしてみると数や内容に不足があり追加す

ることになりました。また、園庭の遊具など

の使い方や配置についても見直しをかけ

る機会となりました。少人数で遊ぶことで

それぞれの距離が近くなり、遊びこむ環境

になりました。また、自分で好んで遊ぶこと

から、集中する時間が長くなってきまし

た。 

子どもの主体性を保育士が意識するこ

とで、全体への声掛けの際にも、子どもの

興味関心に配慮するようになってきたと思

います。子どもの気づきや呟きを大切に

し、待つことも意識して関わるようにもなっ

てきました。 

昨年行ってきた「ドキュメンテーション」

も継続して行い、保育の内容とねらいを子

どもの目線で再考する機会となりました。

合わせて、年齢や発達段階を考慮した保

育の活動について、保護者などにも普段

の子どもの生活の一部を理解をいただくこ

とができたのではないかと考えています。

回数を重ねることで、記載してある細かい

内容まで読んでいただいているのを見か

ける回数も増えています。 

職員会議などでも、普段行っている保

育について、全員で考え意見交換する場

面を作ることが出来、まとめ上げる事で、

園の保育の意味を再考する機会となりま

した。公開保育を含め種々継続し更なる

向上を目指したいと考えております。 

子ども達が園の内外で見せてくれる表

情や楽しんでいる様子を見るとき、保育士

の仕事って、本当にいい仕事だと感じま

す。子ども達の成長のはやさとすばらしさ

を見せてもらえることを、個人的に私は

「保育のきらきら感」と呼んでいます。 

この子に、こんな力が。・・・・・ 

あっ、あの子にそんな力が。・・・ 

『驚く心』（倉橋惣三先生）を持ち続け

たいと思っています。 

＜永福保育園＞ 



＜タンポポハウス＞ 

 タンポポハウスの 小森裕美です 

 今年度 身体を思い切り動かして五感を

刺激する遊びをたくさん取り入れていこうと

いう目標を掲げ発達に合わせた遊びを展

開しました。 

 0歳児は 室内で 静と動のコーナーを

作ったり 月齢に応じた 手作りおもちゃや

遊具などを用意しました。 1歳児は 

ホールでゲームボックスやマットを使って

回遊遊びをしました。2歳児は 園庭遊び

で乗り物や遊具 玩具の種類を豊富に揃

える等工夫をしました。 

 

○子どもたちは自分のしたい事や好きな

遊びを見つけて遊び お友だちに刺激をう

けて 出来ることやしたい遊びをリクエスト

する姿が増えてきました。この環境づくりに

ついては今後も継続していきたいと思って

います。 

 

○子どもへの関わりは 安全面を配慮し 

見守りながら一人ひとりに寄り添うように心

がけてきました。今後更に 子どもの姿 

発想 動きなどの予測の幅をひろげ 友だ

ちとのトラブルをチャンスと考え 相手の思

いを知ったり 思いやりの気持ちを持てる

ように関わっていきたいと思います。 

 

幼児は 週に1回≪なかよしデー≫でたて

わり保育の活動をしています。3・4・5歳児

を3つのチームに分け 

春は お散歩でコースを分けて 同じ場所

に行ったり 夏は プール 色水遊び シャ

ボン玉遊びなどをしました。    

その後 ≪製作遊び≫に向け 廃材や素

材を意識して集め 子どもたちの動線や 

目の高さを考えた棚を配置したり 作る物

に合わせて 小分けして用意する等 工

夫をしました。 散歩や遠足に出かけた際 

子どもたちが目的を考えながら自然物を

拾い集めたり 

自分たちで作ったゲートボールやボーリン

グを楽しみ 子ども同士でルールを作って

遊ぶ姿もみられました。 

スライム・粘土をはじめ 段ボールに貝殻

や 枝 ドングリなどを貼って仕上げた壁

掛けなど 自分たちの作品を「飾ってほし

い」という気持ちから展示ギャラリーが生ま

れました。 

ビーズやスパンコールは ネッ

クレスやブレスレット作りに大活躍でしたが 

人気が偏りすぎて使い方を見直すために

一時廃止にしたこともありました。 製作遊

びが活発化して工夫できるようになった頃

に 再開した所 万華鏡や手作り衣装の

飾り バックの装飾など様々な使い方が出

来るようになっていました。 

衣装合わせや ビーズのネックレス 頭に

飾る大きなリボン作りが盛んになり 全身

を映す姿見を用意すると子どもたちが集

まり 更に姿見を増やしました。気づけば

男の子の変身姿も見られました。空き容

器で作った太鼓やギター・マラカス等の楽

器類が増えたのを機に 大人気のステー

ジが登場。このステージは昨年行事で使

用したものを 再利用したものです。その

頃流行っていたのは 年少児が運動会で

踊った勇気１００％の曲です。 

 

子どもたちは ≪たてわり≫で取り組むこと

によって 刺激を受け 作ったり 表現す

ることで自信がつき 完成に向けて役割分

担をし 協力し合い 作りたいものが明確

化して 必要な物を保育士に伝え 工夫

して作れるようになりました。 

4歳児Ｉちゃんは 元々あまり目立たな

い女の子でしたが この衣装づくりを機にト

イレットペーパーの芯をマイクに見立てて

積極的にステージで歌ったり 踊ったりし

て 保育士達を驚かせてくれました。それ

以来 表情も明るくなり 今だに姿見のリク

エストがあるオシャレさんです。 

 

○保育士も子どもたちと同じ思いで 一緒

に作ることを楽しみ 自分の思いをうまく表

現できない時は キッカケ作りをし ヒントと

なるような声掛けや 選択肢を提案して

自信に繫げていけるように関わりました。 

毎年11月に 園全体で≪お店屋さん

ごっこ≫をしていますが、これまでは 限ら

れた時間の中で、クラスごとに品物や店を

決め 売り手・買い手を 分刻みで行って

きました。 

今年度は製作遊びで自信をつけた子ども

たちが 主体的に取り組めるように 2日間

に分けて実施しました。1日目は 乳児に

向けた品物を中心に売ったり 一緒に買

い物をし ほぼ例年通りでした。2日目は 

自分たちで作った物を売り買いしやすいよ

うに 2歳児から上の幼児中心の流れに

かえました。子

どもたちの主体

性を生かし

ゲームの部屋

や 変身オシャ

レコーナーの部

屋も作りまし

た。すると、手

作り衣裳を身

にまとった姿で 買い物をする子どもたち

があちこちに出現し 今までと違ったお店

屋さんごっこに発展 我々保育士も 心か

ら楽しめました。 

公開保育の頃、人形劇に取り組んでいた

年長児は たてわり保育の度に 人形作り

や配役決めに専念し お父さんもまきこん

で台本つくりを協力してもらいました。チ

ケット係も加わり 現在も発表の日に向け

て 着々と準備に取り組んでいます。また

ステージで 歌や踊りを楽しんでいた年中

児たちは 現在（いま）もショータイムを繰り

広げる中 割り箸を両手に持って全身で

指揮者を演じる子どもが誕生し 今後の

子どもたちの姿に目が離せなくなっている

ことを追加報告させていただきます。 

 

○最後にタンポポハウスでは、毎月 園だ

より・給食だよりを始めクラスだよりにおい

て 月々の行事のお知らせや 子どもたち

のつぶやき 行動 成長などを掲載してい

ますが 幼児の仲良しデーの報告も写真

付きで 保護者に向けて貼り出していま

す。 

ドキュメンテーションでは 初めのころは子

どもたちの報告が主になっていましたが≪

子どもの育っている力≫を意識し 言語化

するようになり 写真の撮り方も全体から 

手元へ繋げるように変化していきました。 

○そんな流れの中で 子どもたちの生活

や日々の継続された遊びに 耳からだけ

でなく 視覚的にも保護者に興味を持って

もらえるようになり 特にお迎えの時間には 

足を止め ドキュメンテーションを見たり 

子どもとの会話の中で理解を深めてもらえ

るようになりました。 定期的に持ち帰る作

品も 家でも遊びが続いたり空き箱などで 

コツコツと製作遊びをするなど 成長として

喜ばれる報告をよく聞くようになり 手応え

を感じているところです。 

 

○公開保育に向けて 各クラスで 指導

案の作成に時間を掛けて話し合い 普段

の保育のあり方を見直し 同じ思いで保育

が出来るようになってきました。これからも 

子どもの姿をしっかり見つめ 環境作りや

子どものことばを拾う事を大切に 子どもを

主体とした保育に取り組んでいきたいと思

います。 ありがとうございました。 



 プロジェクト型保育を行ってきての今年

度の報告をさせていただきます。 

 

東山保育園では３・４・５歳児クラスでた

てわり保育を行っています。 

６月に、子ども達が長年慣れ親しんでき

た大型遊具が解体されることになりまし

た。子ども達が大好きだった遊具。何か記

念になるものが作れないかとの思いから、

使われていた柱を数本、置いておくことに

しました。そして、４、５歳児クラスの子ども

達に提案。「これで何か作れないかなあ」

すると「絵を描いたらいいんとちがう？」

「色がいっぱいぬってあったらきれいやで」

「それを玄関に置いとこ」などの意見が出

てきました。その「玄関」という言葉をきい

て「トーテムポールはどうだろう」と考え、早

速、子ども達にトーテムポールの写真を見

せました。「それ楽しそう」「みんなで作っ

てみよう」と意欲的な声が上がりました。材

料として、柱以外にも家の解体現場から

木をたくさんもらってきました。作業は４つ

のグループに分かれて開始。柱への打ち

つけは保育士がしました。トーテムポール

が出来上がると、今度はそれに色をぬろ

う、模様をつけようということになり、全員

が筆を持って絵の具あそびを楽しみまし

た。 

 

友だちとの共同作業の中では「ここにこ

の木を置いてみようか」「もっと離したほう

がいいで」「ここは私がするで、あっちをし

て」など、一緒に考えたり、試したり、お互

いに意見を出し合うなど、多くの関わりが

見られました。その姿に人との関わりの中

での育ちを感じました。また、愛着のあっ

た遊具の廃材を使うことで、作るものをより

身近に感じ、物を大切にしようとする感謝

の心も生まれてきました。 

 

トーテムポールを作っている間に、子ど

も達の興味はくぎや金づちにも向いてきま

した。「自分達もやってみたい」くぎ打ちあ

そびが始まりました。まずは大きめのくぎを

使って地面への打ち込みから。手をうまく

コントロールして道具をつかいこなせるよう

になった子ども達からは、更なる欲望が出

てきました。「木にくぎを打ってみたい」 

残っていた木を出すと、とびつくようにくぎ

打ちを始め、木と木をつなげて作品を作り

だしました。やがて腕を上げた子ども達か

らはこんな意見が出るようになりました。

「丸い木とかあったらいいのに」「大きいも

のが作ってみたい」「これでは木が足りん」

「作った物をみんなに見せたい」 そこで、

工務店からたくさんの廃材をもらい、作品

展に向けての作品作りが始まりました。 

自ら作りたいという意欲を持って取り組

む中では、自分のイメージしたものを工夫

し、考えながら表現することを楽しむ姿が

見られました。それと同時にこんな姿も見

られました。金づちのどこを持ったら力が

入りやすいのかを考えて握る場所を変え

る、木の厚みに応じてくぎの長さを変える、

くぎをどこに打ち込んだら木が固定できる

のかを考えるなど、子ども達は経験の中で

道具や用具の効果的な使い方に気づき、

多くのことを学んできました。また、「ここを

持っといてあげる」「この木にはこのくぎの

長さがいいよ」「この羽根のとこ、本物みた

いで格好いいなあ」と友だちと助け合った

り、認め合ったりしながら、作る過程を楽し

んでいました。 

 

 木片に興味を持ったのは４，５歳児だけ

ではありませんでした。３歳児も年上の友

だちの活動の様子を見て興味を持ち、木

片を積んだり、並べたりしながら、線路あそ

びへとそのあそびを広げていきました。更

には、一緒になってくぎ打ちあそびをし始

める姿も見られました。そこに、自分たちも

やってみたいという意欲の育ちを感じまし

た。 

そして木という存在は、子ども達のあそ

びの中にも自然に入り込んでいきました。

園庭では大きな木の板を使って橋や家を

作ったり、シーソーにしたりなど、様々なあ

そびの様子が見られました。 

 

 現在室内では、木ごま回しが子ども達の

ブームになっています。これまでたくさん

木に触れる機会があったからか、例年の

子ども達に比べると今年の子ども達は、木

ごまの扱いが上手です。木に対する親し

みもわいてきているのだと思います。 

 木ごま回しの様子を見ていて一つ感じて

いることがあります。年上の子が年下の子

に、ひもの巻き方やこまの回し方を教えて

いる。自然な当たり前の姿なのですが、こ

れは子ども達の中に芽生えた信頼関係

が、ひとつひとつ積み上げられてきたから

こそ見られる光景なのではないかと思いま

す。 

 

 日常の保育の中で乳児クラスも一緒に

あそんだり、おやつを食べさせてもらった

り、部屋の移動を手伝ってもらったり、また

時には幼児クラスのあそびに参加させても

らったりなど、枠を越え関わる場面が多く

あります。自分達が大きい子にしてもらっ

た関わりを嬉しく感じて育ち、今度は自分

よりも小さい子に同じようにしてあげようと

する気持ちが育っていっています。小さい

子にもお世話してあげられる喜びも感じて

いるようです。年齢を越えたつながりでお

互い人間関係が築け、それが乳児の学び

へとなっています。 

 

 幼児クラスと乳児クラスの多くの関わり

の中にこんな嬉しい話がありますので、ご

紹介させていただきます。年長児は、１歳

児クラスでお手伝いすることが大好きで

す。一緒にあそんだりしながら過ごしている

だけではなく、子ども達の育ちにも気がつ

いているのです。「あっ、昨日より歩けた」

「いっぱいお話できるようになった」など、

子ども達の小さな成長に気づき、教えてく

れます。その姿に、たてわりの関係の良さ

を感じています。たてのつながりが自然に

できているのも、長い期間をかけて培って

きたものであると思っています。 

 

 幼児クラスになると、これまで以上に生

活やあそびの中でのたてわり活動が濃密

になってきます。年齢の垣根を越えた関

わりの中では、信頼関係が芽生え、仲間

同士のきずなが深まっていくのを感じてい

ます。また、自分で考え、判断する力がつ

き、子どもたち同士で会話を楽しむ中で

は、語いの力も育ってきています。 

 

 これからも年齢の垣根を越えた、たての

関係を大切にしながら、子ども達と共に歩

んでいきたいと思います。 

 ３年間、北野先生のご指導のもと、プロ

ジェクト型保育を学んできました。その中

では環境作りの難しさを痛感し、今後の課

題もまだ多くあります。しかし、少しずつで

も前進していけるよう、職員間同士の連携

を密にとり、子ども達の発達を的確にとら

えながら、子ども主体の保育を進めていき

たいと思います。ご指導を受ける中で私達

はたくさんのことに気づかされ、自分達の

保育を意識化することの大切さ、必要性

を感じました。まだまだ学びの途中ではあ

りますが、北野先生には感謝しておりま

す。ありがとうございました。 

＜東山保育園＞ 
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研修実践報告「保幼小連携」 



朝来小学校・朝来幼稚園 

 朝来小学校の西村柔美です。今年度、

朝来幼稚園の先生方と進めてきました幼

小連携についてお話させていただきます。

よろしくお願いします。 

 これまで、校区内に幼稚園があり、徒歩

でお互いに行き来ができるという利点を感

じながらも、何から始めればよいのか分か

らず連携できていない状態が続いていまし

た。また、保幼小連携の必要性について

は分かっていましたが、なかなかその第一

歩が始められずにいました。 

 今年度は、本事業を受けたこともあり、

年間を通して、朝来幼稚園との連携を進

めていくことになりました。まず初めに取り

組んだのは、幼稚園の先生方との打ち合

わせでした。事前に校内の行事と照らし合

わせ、１、２年生の担任を中心に計画を立

て、４月の早い時期に打ち合わせをするこ

とで、１年間の見通しを持って取り組むこと

ができると考えました。 

 大きな取組としては、２学期の「遊びの

フェスティバル」でしたが、その前に様々な

活動を子どもたちが一緒にする中で、お互

いの結び付きがより強まるのではなかとい

う思いから、１学期から３学期を通して、交

流していこうと考えました。 

 

 今年度の年間の取組としては、次の通り

です。 

４月・・・担任同士の年間計画の打合せ 

５月・・・幼稚園訪問 

６月・・・さつまいもの苗植え 

８月・・・遊びのフェスティバルに向けての

担任同士の打合せ 

１０月・・・さつまいもの収穫 

９、１０、１１月・・・遊びのフェスティバルに

向けての準備 

１２月・・・遊びのフェスティバル開催 

３月・・・昔の遊び 

 

 まず、５月の子どもたちの顔合わせで

は、１、２年生が幼稚園を訪問し、自己紹

介をしたり、遊んだりしました。最初の顔合

わせということで、年長さんの緊張をほぐ

すためにも幼稚園で行うことにしました。

１、２年生も懐かしい幼稚園を訪問し、自

分たちがお兄さんやお姉さんになったとい

う実感が湧いたように思います。 

 ６月と１０月には、幼稚園の畑に行き、さ

つまいもの苗植えや収穫に参加させてい

ただき、交流を進めました。幼稚園の保護

者や地域の方々に、様々なご支援をいた

だいたことによって、充実した楽しい活動

ができました。 

 「遊びのフェスティバル」に向けては、８

月から担任同士で教材の検討を始めまし

た。昨年は、年長さんと１年生がお客さん

としてフェスティバルに招待してもらい、２

年生がお店を運営するという形でしたが、

今年度は年長さん、１、２年生で異年齢で

のグループを作り、全員でお店の計画を

し、運営することに決め、２学期から子ども

たちが取り組めるように、グループ分けも

検討しました。 

 ２学期が始まってからは、幼稚園も小学

校も運動会などの行事がたくさんありまし

たので調整しながら、９月から継続的に

「遊びのフェスティバル」に向けての計画と

準備を進めることにしました。９，１０，１１

月をかけて６回の交流を通して、それぞれ

のグループごとに活動を進めました。 

 小学校の中で、低学年はまだまだ上級

生にお世話をしてもらうことが多いので、２

年生は異年齢グループの中でのリーダー

として、どんなふうに進めていけばよいか

分からず、最初は悩んでいるようでした。し

かし、継続的に活動を進める中で、少しず

つリーダーとして次回の活動の見通しを持

ちながら、役割分担をして進めていくこと

ができるようになってきました。 

また、１年生もグループの中核として、自

分たちでできることを探し、年長さんと活

動したり、２年生をサポートしたりする姿が

見られるようになってきました。 

 「遊びのフェスティバル」の取組をする中

で、みんなでフェスティバルを楽しみ、成

功させるということが大きな目標でしたが、

幼小連携の目的である年長さんに学校の

生活を知ってもらうことで、入学時、ス

ムーズに小学校生活に移行できるという

目標も大切に考えました。そのことから、

活動は基本的には小学校の教室で行うこ

ととし、学校の雰囲気に慣れてもらうことを

考えました。また、休み時間など自由な時

間も持ち、年長さんと１、２年生が一緒に

過ごす機会を持つことで、一緒に遊んだ

り、学校を案内したりする姿も見られまし

た。その中で、１、２年生が休み時間が終

わる前に教室に戻ることや、廊下は右側

を歩くことなど、学校でのルールを年長さ

んに教えている姿にはびっくりしました。 

 「遊びのフェスティバル」まで、あと２週間

となった頃、どのグループも自分たちのお

店の準備がほぼ完成しました。そして、遊

びを試してみたり、お店の宣伝を考えたり

しながら、もっと自分たちのお店をよりよく

するために工夫をするようになりました。ポ

スターを作ったり、飾り付けをしたり、当日

に向けての役割を決めたりすることで、子

どもたちのフェスティバルに向けての意欲

や期待が高まっていったように思います。 

 「遊びのフェスティバル」の当日は、体育

館を会場とし、８つのお店を開きました。ど

のグループもお店を運営するために、事

前に役割を決めていましたが、年長さん、

１、２年生に関係なく、みんなで盛り上げ、

お店を成功させようと夢中になる姿が見ら

れました。 

 今回は、全員がお店を回り遊ぶための

時間を十分に確保したいと考え、前半と

後半に分けて、お店の番をする人とお店

を楽しむ人に分かれて実施しました。今後

は、特に前半・後半を決めずに、お店の混

み具合などを考えて、子どもたちの判断で

交代しながら楽しめると、もっとよいのでは

ないかと感じました。 

 また、終わりの感想交流では、年長さ

ん、１、２年生それぞれに、自分の言葉で

感想を発表し、振り返りをすることができま

した。 

 今回、「遊びのフェスティバル」を中心に

年間を通じて、朝来幼稚園との交流をし

てきましたが、単発のイベントのようなもの

公開授業・保育報告（公開校・園代表） 

＜朝来小学校＞ 



にならず継続的に交流できたことが、子ど

もたちが夢中になり、みんなで取り組めた

ことにつながっていると思います。また、特

別な行事としてではなく、小学校の生活科

の「遊びのフェスティバル」という単元に、

年長さんも参加してもらうということで、無

理なく計画を進められたのだと思います。 

 １年間の交流を振り返り、気付いたこと

や大切にしてきたことを、大きく３つにまと

めたいと思います。 

 まず、２年生の子どもたちがリーダーとし

て、活動役割分担をする中で、１番悩ん

でいる様子だったのは、「年長さんはどん

なことができるんだろう。」ということでした。

初めは、それが分からずほとんど年長さん

に付きっ切りで教えたり、簡単なことばかり

してもらったりしてしまい、年長さんが飽き

ている様子も見られました。しかし、交流を

重ねる中で、２年生にも気付きがありまし

た。それは、「年長さんは絵が上手だな。」

や「折り紙も丁寧に折れるね。」など、こん

なことができるんだという年長さんへの理

解が深まり、活動の分担がしやすくなった

ようでした。その２年生の気付きは、私たち

小学校の担任も同じでした。今回の交流

をするまでは、入学前までにどんなことが

できるのかということを全く理解せずに、新

１年生を迎えていたように思います。だか

ら、入学してすぐの頃は、上級生から助け

てもらい、お世話されることが多すぎたの

ではないか、入学時からもっと自分ででき

ることがあるのではないかと気付きました。

小学校の教師が、幼稚園でどんなことを

学んでいるかを知ることにより、しっかりとし

た受け入れができ、入学後、スムーズに

小学校生活へ移行できる手助けにつなが

るということを改めて感じました。 

 ２つ目は、２年生がリーダーとしての自覚

を持って取り組めるように、交流のときには

毎回、司会や挨拶をする人を決めて、子

どもたちが主体的に進めるようにしました。

司会や挨拶は、毎回交代したので、ほぼ２

年生の全員が経験することができました。

その中で、自分たちで集会などを進める

大変さはあるものの、自分たちで進めるこ

とができた達成感や充実感が得られたと

思います。それは、これから中学年、高学

年として学校全体をまとめていく力につな

がる第一歩だと考えています。また、１年

生は、その２年生の姿を見て、「来年は自

分たちもあんなふうに司会や挨拶をしてい

くんだ。」という憧れや期待を持つことがで

き、今後につながることと思います。３学期

には、１年生が中心となり、生活科の「昔

の遊び」の単元で学んだことを活かし、年

長さんと交流する計画を立てています。２

年生への進級に向けて、少しずつお兄さ

んやお姉さんに成長している１年生の活

躍が楽しみです。 

 ３つ目には、交流の最後には、毎回、感

想交流をする機会を持ちました。その中

で、毎回、自分たちの活動の振り返りを自

分の言葉で表現することを大切にしまし

た。それは、年齢に関係なくみんなの中で

自己表現できる環境を作ることが、子ども

たちのつながりをより深くすると思ったから

です。また、みんなで振り返りを共有する

ことが子どもたちの気付きにつながり、次の

活動へ活かしていくことができると思った

からです。 

 課題としましては、教師の評価をどのよう

にしていけばよいかということが挙げられま

す。交流のときには、それぞれの担任が

評価をすることにしていましたが、もっと焦

点をしぼり、この児童のこの動きがよかっ

たや、この発言がどんなふうによかったな

どと評価することが、次の活動の児童の意

欲につながると教えていただいたので、今

後取り入れていきたいと思います。 

 また、朝来幼稚園との交流が今年だけ

の特別なことで終わらず、これからも継続

的に続けていくことが大切だと考えます。

そのためにも、小学校の年間のカリキュラ

ムの中に、この幼小連携を位置付け、来

年以降も計画的に行っていきたいと思っ

ています。 

 桜が咲く頃、また笑顔いっぱいの新１年

生に会えることを楽しみにしています。以

上で、報告を終わります。ありがとうござい

ました。 

 前年度から、朝来小学校の遊びのフェ

スティバルにお客様として招待していただ

いているのですが、今年は一緒に取り組

みたいという思いを校長先生・西村先生

に相談し、快く受け入れていただき、４月

に年間計画をたて何度も打ち合わせを重

ねてきました。 

 １年を通して交流してきたことで、遊びの

フェスティバルにむけての交流授業でも、

スムーズに１・２年生と交わることができ、

授業中だけでなく休み時間にはトイレに連

れていってもらい使い方を教わったり、校

庭や体育館で一緒に遊ぶ姿も見られまし

た。それでも活動になると何をすればいい

かわからず、ウロウロしたり、戸惑ったりする

子もおり、園での振り返りで「同じグループ

の１・２年生に何をすればいいかを聞く」こ

とを再確認しました。しかし回を重ねるごと

に自発的に動く子が増え積極的に活動で

きるようになりました。 

 ちょうどその頃就学前検診があり、緊張

することなく受けることができたと保護者か

ら嬉しい報告がありました。子ども達も「2

年生の先生が耳の検査をしてくれた」とリ

ラックスして受けられた様子が伺えまし

＜朝来幼稚園＞ 

た。 

 いよいよ遊びのフェスティバル当日の

朝、ゆり組のめあてを「お店屋さんとしても

お客さんとしても楽しむこと」にして学校に

向かいました。 

 いつもと違う広い体育館でスーツを着た

たくさんの先生方に囲まれた中での公開

授業でしたが、緊張する様子もなく１・２年

生と同じようにお店を運営したりルールを

説明したりと自分の役割に責任をもって行

動する姿がみられました。 

 どの子もとても楽しそうで見に来られてい

た鳴戸教育大教授の木下先生やいろい

ろな先生方をお店に呼び込んでいました。

授業後の感想交流では「大人の人がたく

さんいたけど、楽しくできてよかったです」と

自分の思いを言うことができました。毎回

感想交流で発表するのは、幼稚園ではお

となしく感じる子どもでした。活動の場面で

も 

いきいき、のびのびしていたのはやはりおと

なしい子の方が多く、逆にリーダー的存在

の子はあまり目立ちませんでした。このこと

には私自身とても驚き、自己発揮できる

子とできない子が明確になり、新たな課題

がみえてきました。 

 交流後、園に帰る早速子ども達はお店

屋さんを再現していました。魚を作る人、

釣り竿を作る人、看板を作る人、ルールを

書く人等々子ども達で工夫して作り上げて

いきました。自分たちで遊んだ後は年中さ

んを招待して楽しんでいました。ルールを

説明する姿はまるで先ほどの１・２年生の

ようでした。年中さんも年長になれば小学

校に遊びにいけると今から楽しみにしてい

ます。 

 先日、学級懇談会があり、就学にあたり

不安なことを聞いたのですが、第一子の

方が多い中、ほとんどの保護者が不安に

感じておられず、 

 少し驚きましたが、.１年を通しての学校

や交流でいろいろな経験をし、子ども達が

学び、成長したこと、そして何より子ども達

が就学に対し不安感が全くなく楽しみにし

ている、ワクワクでいっぱいな様子を保護

者も感じていらっしゃるのだと思います。今

年度の取り組みでスムーズに接続できた

のではないかと思います。 

 来年度も木下先生のご助言や反省をふ

まえ、連携していきたいと思います。 



 みなさまこんにちは。 

 私は、舞鶴市立高野小学校 井ノ口美

津子と申します。 現在、舞鶴市小学校

教育研究会 生活科部部長をさせていた

だいております。 私の方から、夏に開催

いたしました幼稚園、保育園、小学校合

同の保幼小連携研修会の成果と課題に

ついて報告させていただきます。 

 

 夏の保幼小連携研修会は、今年度で４

回目を重ねることができました。鳴門教育

大学大学院教授の木下先生にご指導を

仰ぎながら、連携とは何かというところから

スタートし、指導者同士の交流・連携を大

切にしながら会を積み重ね、今年度は連

携活動年間計画を立てるという活動を行

うことができました。 

 

 保育園や幼稚園との連携がこれまでか

ら進められている学校では、互いの話し合

いもスムーズなのですが、まだそこまでい

かない学校も多いのが現状です。こうして

研修の機会を持つことで、保育園、幼稚

園の先生方とお互いのねらいを持ちなが

ら無理のない計画を立てることができたこ

とは、大きな成果ではなかったかと思いま

す。 

 

 小学校側だけで計画を立てるとどうして

も、「小学生がしてあげる」「お世話をする」

という活動になってしまいがちなところ、そ

うではなく、それぞれの良さを出し合いな

がら活動し、お互いが学びとなる活動にす

ることが大切なことを話合いの中で考え合

うことができました。このようにして、研修

会の中で立てた年間計画を基に、今後の

実践に取り組んでいただいた学校もあり、

少しずつではありますが連携活動が進ん

でいることを実感することができています。 

 

 また、昨年度より、研修会の午前中に保

育園や幼稚園の参観を行いました。 

 参観させていただくことで、学校との設備

の違いを学ばせていただいたり、保育園、

幼稚園の子どもたちがどのように過ごして

いるか、保育士がどのようにかかわってい

るのかということを実際に見させていただ

いたりすることで、小学校の教師はたくさん

の学びをさせていただきました。とくに、学

校に入学すると最年少者になり、高学年

の児童にしてもらうことが多くなってしまう

のですが、学校で感じる以上に保育園や

幼稚園では、いろいろなことが自分でで

き、しっかり考えることができているなという

ことや、保育者の関わり方の中で、子ども

に対する声掛けや支援のしかたについて

など学ばせていただくことがありました。

思った以上に手を出されていないこと、反

面のびのび過ごさせるためのきめ細かな

配慮がなされていることなど、保育園や幼

稚園の特性もありますが、実際にそこから

学ばせていただくことが多くありました。 

 保育参観をさせていただいた後の午後

の研修会で、実際のイメージを持ちながら

話し合うことができたこともよかったのでは

ないかと思います。 

 

 ただ、小学校側は、生活科部の活動とし

て進めているため、舞鶴市の全小学校の

参加がかなわず、ブロックによってはなか

なか話合いが進まない学校もあります。研

修会に参加いただいた先生方には、連携

活動の重要性についてご理解いただいて

いても、すべての教師がそうであるかとい

うと難しいところでもあります。また、生活

科というとどうしても1，2年の担任が主に

なるため、担任も年ごとに変わってしまい

ます。繰り返し研修を重ね、多くの先生方

に参加いただくことで、保幼小連携につい

ての理解を広めていくことも大切だと考え

ています。 

 

今後、学校全体として保幼小連携活

動が位置付き、年間計画を作成すること

で、継続してできるよう、さらに、研修や研

究を重ねていきたいと考えています。 

 

 保幼小中と10年間の切れ目のないつな

がりのある学びや育ちを大切にするため、

今後とも保育園、幼稚園、小学校、中学

校との連携を密に取り、連続性のある子ど

もたちの育ちを支援するため、お互いに協

力していきたいと思います。どうか、今後と

もよろしくお願いいたします。 

  

 以上で小学校からの報告を終わります。 

 

 

＜舞鶴市小学校教育研究会生活科部＞ 

舞鶴市小学校教育研究会生活科部夏季研究会保幼小連携研修会報告 



実施報告＜事務局＞ 

研修実践報告「ドキュメンテーション」 



教育は０歳から 

年齢による制度にとらわれない、つながりのある教育を目指していく。 

これからの乳幼児教育に大切なことは 

・大人の事情で子どもが分断・翻弄されないシステムの構築 

・すべての子どもに対して保障するべき保育や教育をカリキュラム化する（共通化） 

・保育専門職の研修を保障し、キャリアをあげていくシステム 

 

“舞鶴市の子どもをどのように育てたいか”保幼小中の次世代育成を担う専門職が、子どもを中心とした議論をもとに作成している乳

幼児教育ビジョン。 

公私園種をこえて各園が質の高い教育を目指して取り組んでおられる公開保育・研修事業。 

これからの乳幼児教育の在り方を舞鶴から発信をしていく。 

 

これからの保育 

乳幼児期は思い立ったら即行動、自己中心性、気持ちがベースとなる。そのため保育の中に自明性、日常性、必然性があることが

大切。 

 

“～でなければならない”を問い正そう。 

子どもとの相互作用で保育を進めていくことが求められている。シナリオは子どもの興味関心や言葉、発見、学びに合わせ臨機応変

に変える。子どもと相互作用で創るエマ―ジェントカリキュラムにしよう。 

指示命令ではなく、疑問語・誘い語・提案語をたくさん話す。 

主語は子ども！オープンエンドの問い「～ちゃんこんなんしてつくったんだよね」・パラレルトーク「～ちゃんは○○って思ってるよ」等、

子どもが実際にしていることを言語化することが大切。 

 

コミュニケーション能力を育てよう。 

体験の豊かさや、五感を使って生活や物、世界と関わることで、伝えたい気持ちや話したい気持ち、が育つ。ポジティブな体験の蓄

積が語彙の豊かさやボキャブラリーにつながる。 

感情や気持ちを表す言葉は友達と一緒にする“かなしかった”“うれしかった”“くやしかった”等の経験で育まれる。共同経験の積み

重ねが人と関わる力になる。 

 

舞鶴の乳幼児教育は日本中から注目されている。 

時間や予算の確保が難しい中で、これからの保育を学び合い、互いに向上しようという姿勢、意欲がある。この数年でぐっと力をつけ

てこられていることをうれしく思う。今後の舞鶴の保育を楽しみにしている。 

講評：神戸大学大学院 准教授 北野 幸子 氏 



資料（パワーポイント） 



＜各園ドキュメンテーションの掲示＞ 
会場にドキュメンテーション研修を通じて各園が作成されたドキュメンテーションを掲示、他園のを見ることでお互いに学びあいました。 



アンケート対象者 １３６人 

 内訳 保育所 私立７２人、公立４０人 

      幼稚園 私立１１人、公立 ４人 

      小学校 ５人  その他 ４人 
 

アンケート回答数 ９９人  回答率 ７３％ 

※抜粋 

 

１ 乳幼児教育ビジョン経過報告について、ビ

ジョンに期待すること 

◇作業部会に参加させていただいていたの

で、幼小中の者が集まり話し合えたことは大き

な一歩と思う。形だけで終わらず、現場や保護

者支援は問題も多いので、これをきっかけとし

て前進すべきと願う。 

◇保・幼・小・中のそれぞれに壁が、まだまだあ

るように感じるので、ビジョンを作っただけで終

わるのではなく、現場の職員全員がお互いに

理解できるような場や機会が必要。 

◇乳幼児期に経験したことや保育士と友達と

の関わりの中で育つ心の大切さを実感した。保

幼小のつながりの大切さも実感した。 

◇ビジョンが実現していけたら本当にすばらしい

と思う。そのためには、保護者の方々の理解も

必要で、どこに価値観を持つかということをどう

伝えていくか、分かってもらうかも課題。 

◇子どもを主体とした保育について、みんなで

学び考えを出し合うことで、意識の変化や、子

どもとの関わり、職員同士だったり、保護者との

関わり、連携が密になっていくこと。 

◇今までは卒園や卒業でリセットされることが

多かったが、０～１５歳までの育ちを続いて見

守れるようになると思う。 

◇子どもたちのことを大勢の大人が考えるとい

う態勢が素晴らしい環境であり、これからも続

けていかなければならないと思う。 

◇公私の保育所向上に向けての動きから、幼

稚園、学校とつながりが広まり、舞鶴市の資質

向上の期待が持ててうれしい。 

◇市内だけにとどまらず交流を深めていければ

と思う。 

◇０歳児からの保育・教育の重要性の認識が

広まること。保育・教育に携わる人たちが、共

通の目標を持って保育・教育にあたること。 

◇子どもも保育士も共に育てるような環境の充

実。 

◇自分たちが勉強してきたこと、大切にしてい

ることが盛り込まれていると思って聞いていた。 

◇共感できるビジョンであるので、このまま続け

ていってほしい。 

◇乳児から中学校までという長いビジョンを

持って保育・教育することの大切さを一般の方

にも知っていただけることが一番だと思う。 

◇子どもを保育・教育する人（保育者も保護者

も）、他もいろんな人達がこのビジョンを見て、

子どものことを知ってほしい。それが、舞鶴の子

どもたちの成長につながってほしい。 

◇保育者だけでなく、家庭や地域の方々に

知っていただき、みんなで子育てしやすい地域

になればと思う。そのために乳幼児期の育ち、

大切な関わり役割を大切にしたい。 

◇自分で考え判断し行動する力は、進学のた

めに早くから親元を離れてしまうこの地域の子

どもたちにとって、とても大事な力だと思ってい

る。乳幼児期の子どもに関わっている保育士

にとって、こんな人に育ってほしいという思いで

行ってきた保育が、本当に良かったのかどうか

わかるのは随分後のこと。保・幼・小・中と同じ

思いで一人一人の育ちを保障し、よりよい人間

形成ができるビジョンであることを願う。 

◇舞鶴市に住んでいる子どもたち全体が同じ

教育を受けることが大事ということで、在宅の

子どもたちも巻き込んで・・・が大事に思う。 

◇０歳から１５歳まで途切れずにみていくことは

大切なことであり、その基盤となる乳幼児期の

重要性に目を向けられたことは大きな意義を

感じた。 

◇専門職の者だけでなく市民全体が、このビ

ジョンの存在を知り、理解してもらうこと。乳幼

児期、それ以降においての子どもの育ちの大

切さを知り、みんなで子育てしていく環境に、市

になることを期待する。 

◇どの園も同じ方向で保育にあたることができ

る。保幼小中の連携がもっとできたらいいと思

う。保育園も幼・小・中とおなじくらいの待遇で

あるべきではないか。給料に差がありすぎる。 

◇どの子も幸せに育っていけるよう力をつくした

い。ビジョンを実行するうえで、人的環境の大

切さ（現場とのギャップ）をシステムとして確立

してほしい。 

◇舞鶴での子育てを望む人が１組でも増え、

子どもに関心を持って子育てできる環境も含め

生活を整えていけることを期待する。 

◇ビジョン内容を保育に組み込んでいかねば

ならないが、自分にうまく反映させる力がある

のだろうか心配でもある。 

◇子どもたちの育てたい力、育てたい心、舞鶴

市が一体となって進んで行けるところはとても

力強いし、期待が大きい。 

◇ビジョンの具現化を図る。どんどん実践し、

報告会や交流会を定期的に行うことでビジョン

の定着を図る。 

◇ビジョン策定までの経過を報告していただ

き、その流れがよくわかった。たくさんの子ども

に対する成長への教育の思いがこめられてい

て、良い結果として今後実行していけることを

期待したい。 

◇次世代を担う子どもたちが、ビジョンにより、

心豊かな人間に育ってくれることを期待した

い。また、自分自身の保育者としての質をもっ

と高めていきたい。素晴らしいビジョンなので全

国に広まるとよい。 

◇ビジョンで策定されたことが、全ての園校で

実践され、進められていくことだと思う。 

◇小中学校での学びの基盤となる乳幼児期の

教育・保育の重要性と学びの芽生え等を小中

学校の先生達が知り、幼保の先生達とつなが

るツールとなってほしい。 

◇今年度、幼児教育ビジョンに関わらせていた

だき、乳幼児教育について改めて学ばせてい

ただいた。小学校の教師がもっと乳幼児教育

に関わっていかなくてはならないと思った。 

 

２ 研修事業報告を聞いて、または研修に参

加しての感想等（子どもを主体とした保育、保

幼小連携、ドキュメンテーション） 

◇この数年で、自園も含め保育はかなり各園

変化している。公開することで、保育の見直し

や質の向上にもつながっているのでは。学ぶこ

とも多いが、その研修に参加すること、園内で

研究する時間など難しい現実もある。このあた

りも変化すると、もっと意味のある質の高い保

育が実践できるのではないだろうか。 

◇それぞれの園で、子どもたちが主体的に活

動するための環境や素材、保育士の関わりな

どを見直し、改善ができていること、更によりよく

するためにはを考えていることを、今回で全体

で共有できたことがよかった。 

◇まだまだ私自身の中に”こうでなければいけ

ない”という思いや、子どもに対しての指示語な

どたくさんあるので、そこを気をつけ意識してい

かなければいけないと思う。子どもの発達を

しっかりと捉え、観察する力をつけていきたい。

他園の先生方の意識の持ち方、子どもたちへ

の関わり方などいろいろなことを学んだ。 

◇子ども主体の保育をするにあたって、保育

士としての子どもとの関わりについて、考えさせ

られることが研修を受けたり、公開する中でと

ても多かった。実際にやってみて経験すること

で、自分の勉強にもなるなと改めて思った。 

◇各園子どもを主体とした保育をするために、

子どもの姿をよく見て保育士の関わり方にもき

め細かな配慮が見られた。いかに子どもの思

いに気づくかがとても大切だと改めて感じた。 

◇保育士の関わり方で、子どもの発達や学び

に変化があり、同じ遊びの中でも様々な成長が

見られるのだと改めて感じた。 

◇子どもを主体とした保育については、子ども

のことをよく見て、発言も聞くことで、子どもに対

しての言葉がけができることを改めて感じた。

保幼小連携もお互いのことを共有し合うことが

大事であり、子どもたちにとっても必要なことだ

と知った。ドキュメンテーションについても、これ

から必要であり、保護者に対してわかりやすく

書きたいと思った。 

◇報告中に映されていた写真に、その時の学

びが一緒に書かれていたのがとても良かった。

子どもの言葉が書いてあったらもっと良かっ

た。発表では他園が行われてきたことが知れ

たのでよい勉強の機会になった。 

◇どの園も子どもを主体とした保育をしてい

て、いろいろなアイデアがあると思った。ドキュメ

ンテーションでは、年齢にあった書き方をして、

保護者の方に伝えていけばいいと分かった。 

◇他園の保育やドキュメンテーションなど、

日々の保育と重ねながら聞くことができ勉強に

なった。写真もあり分かりやすかった。 

◇ドキュメンテーションがどの園もすごく変わっ

てきていると感じた。自園でも保育の過程プロ

セスが少しずつ書けるようになってきたと思う。 

◇廃材だった木材が子どもたちの素晴らしい遊

び道具になったことに驚いた。釘打ちを挑戦し

たり、年長児の遊ぶ姿を見て、他のクラスも木

に興味を持つなど、子どもたちが日々生き生き

と楽しむ様子がわかった。なかなか、うちの園

でも・・・とは、いかないが、子どもたちの興味か

らいろんな育ちが見られる保育をしたいと思う。

保幼小連携では、以前から「遊びのフェスティ

バル」で取り組まれていることを知っていたが、

市全体でいろんなところで定着しつつあるの

は、子どもだけでなく年長児の保護者にとって

も入学にあたっての不安が少しでも軽くなると

思った。小学校へ上がることが、もっと近い存

在になるように思う。 

◇他園の報告を聞くことで、自分の園や立場

に置き換えて、こんな見方がある、こんな方法

参加者アンケートより 



もあると気付くきっかけとなった。ドキュメンテー

ションなど続けていくことで自分の力になること

や、より良い保育の見直しになることが、まとめ

の報告を聞き、さらに感じた。つい自分は「こう

しなければならない」と考えがちだが、その考え

方を意識して問い直していくことで、もっと子ど

もが主体的になる、自分の視野が広がるので

はと思った。保幼小連携の話も聞くことができ、

聞くほどにその重要性や必要性を感じた。 

◇たくさんの報告を聞けてよかった。それぞれ

の園で、子どもを主体とした保育とは、どのよう

なことなのか、考え、工夫されている様子が分

かった。自分の園、子どもたちの姿をしっかり捉

え、実践していきたい。 

◇日々の保育の中での環境構成の仕方、どこ

にねらいをもつか、しっかり意識化して取り組ん

でいくこと、子どもの考えを共に実現してくれる

存在で保育士があることなど、とても考えさせら

れることが多く、難しさも感じた。でも、子どもと

一緒に挑戦してみたり、その中でもし失敗して

しまっても、その経験も、一つの学びや育ちに

つながっていく大切なことだなとも感じた。 

◇子どもたちの育ちや学びがよく分かった。保

幼小連携は、年長児が小学校へ移行するに

あたってとてもよい取り組みだと思っていたが、

１・２年生にとっても実のあるものになっているこ

とに感動した。今後もぜひ続けていってほしい。 

◇保育は今、変化の時で、今日の３つのテー

マは、どれも興味深いものだった。３年前には

今ひとつ分からなかったことが、今ではこういう

ことなのかな？とイメージを持つことができたの

で、今からがスタートかなと思う。自園でよく考

えて実践したいと思う。 

◇同じ保育を行い子どもに接する時でも、自分

の意識を変えることで、子どもの見えてくる姿も

変わり、声かけや援助も違ってくると思う。 

◇子どもを主体とした保育をするためには、環

境はもちろんであるが、子どもと保育士との信

頼関係が大切になってくることを感じた。保幼

小連携については、就学するにあたって、子ど

もにとってとても貴重で気持ちの準備の手伝い

ができると思う。 

◇子どもの一つ一つの自主性を認めるだけで

なく、それを保育士がどのようなねらいをもって

つなげていくか、ということをしっかりと意識して

いく。 

◇民間の保育園の方も報告をしてみようという

思いを持ってされていることを嬉しく思う。今後

ますます参加園や発表園が増え、舞鶴の保育

全体が向上することを望む。 

◇子ども主体の保育は、自分の視野の広さも

大事だと思うので、いろんな話を聞けるのは、

自分だったら・・・と考えて、深められるいい機

会となった。 

◇特にドキュメンテーションの話では、過程（プ

ロセス）が大切であることを改めて感じた。でき

た、できなかったの結果だけを見るのではなく、

子どもがどう関わったか、それをどう見てくれる

人に伝えたいのか、もう一度しっかり考えたい。 

◇子どもを主語にして話す、ということを以前も

お聞きしていたが、ついつい「～しなよ」「～しよ

か」など、自分が主語になることが多くあった。

今後、さらに意識して、子どもを主語にするよう

にしていきたいと思った。 

◇何度も研修を受けさせていただく中で、何度

も大切なことに改めて気づかされ、頭に入って

で、この連携を継続できるようにと思う。 

◇保育のあり方を考える気持ちになったのは、

みなさんが保育に対して考えを変え、一斉・強

制保育をやめ、自主的な活動をすることが大

切だと思っておられる雰囲気を感じたこと。そ

の意味を研修公開保育、雑誌、本で知り、共

通点を見つけてから。 

◇それぞれの園で取り組まれたことが知れ、幼

保小が連携してこれからも続けていくことが、子

どもの学び・保育につながっていくなと感じた。

また、ドキュメンテーションも繰り返し書き続ける

ことが大切。 

◇まだまだ勉強不足だと感じた。なかなか変

わっていけない自分も感じ、しんどさもある。 

それを他の職員に聞いてもらって不安を解消

しながら努めていきたい。 

◇子ども主体の保育について、これからも子ど

もたちの興味・関心がどこにあるのかよく見て、

環境構成を大事にしていきたいと思った。学ん

だこととしてまとめていただき、再認識すること

ができ、これからの保育に生かしていきたい。 

◇プロジェクト型保育３年目ということで、どの

園も子ども主体制となり、子ども発信での取り

組みとなっているのがよく分かった。保幼小で

の取り組みでは、実際に出入りして見ることで、

中での様子（発達）などもよく分かり、入学する

にあたって、入学を受け入れる側としてもよい

機会になったと思った。 

◇・年齢に応じてのドキュメンテーションで伝え

たいことがよく分かった。・報告の時に、いろい

ろな園の写真が流れていたので、流すのであ

れば報告されている方のを流しておければよい

と思う。どうしても写真に目がいってしまう。 

◇プロジェクト型保育、公開保育を通して、子

ども主体とした保育を中心として行うようになっ

たことで、環境の見直し、子どもの育ちや学び、

保育者も一緒になり子どもとより同じ目線で考

え、学んでいくきっかけとなった。 

◇まだまだ勉強中で今後も指導を受けたことを

活かしていけるように園全体で取り組みたいと

思う。子ども主体の保育というのは難しいが、

子どもを第一に考えた保育をしていきたいと改

めて思った。 

◇日頃から、子どもたちの姿をよく見ることで、

子どもたちが今、何に興味を持っているのかを

知り、その遊びが発展していくように道具や機

会など提供していけるようにしたいと思った。一

番に子どもの思いを大切にしていきたい。 

◇北野先生の話を聞かせていただき、改め

て、ドキュメンテーションのあり方等、考えさせ

ていただいた。難しいこともあるが、自分の保育

に自信を持って、取り組みたいと思う。 

◇ドキュメンテーションに初めて取り組んだ時に

は、どうすればいいんだろう、という感じで手さぐ

りで進め始めたが、他の先生方に「これ良かっ

たね」「こうすればもっと良いね」とたくさんアドバ

イスなどをいただけ、とても勉強になった。 

◇保育の質向上推進事業に取り組み、自園の

中でもさらに保育について考え、話し合う機会

が持てた。これに終わらず、この取り組みを続

けていきたい。 

◇他園の取り組みを聞き、子どもたちの姿が、

子どもを主体とした保育を通して変化していく

様子も感じられた。 

◇当初消極的だったところも公開を引き受けら

れたり、ドキュメンテーションを作成することによ

いき、昨年度よりも今年度・・・と年を重ねるごと

に分かってきたように思う。保育をする際の視

点を変えるだけで保育自体も変わることが分

かった。 

◇子ども主体だからこそ、活動につながりがあ

り、それが意味のあるつながりになっていること

を改めて感じた。また小学校とつながることで

お互いに相互作用があり、どちらにとってもプラ

スの学びがあることを実践されたことで具体的

に分かった。 

◇・自分にはないアイデアや、子ども主体で進

めるための工夫、保育を進める中での課題な

ど、他園の内容を知ることができ、勉強になっ

た。・ドキュメンテーションについては、いつもた

くさんの園の様々な見せ方を実際に見せてもら

えるので、次はこうしてみよう！と参考にさせて

もらっている。 

◇公開保育をされた園が、自分達の保育を振

り返り、見直されていく中で、子どもの興味・関

心をもとに、保育をされ、主体性を大事にされ

ていることが、よく分かった。大変だと思うが、

がんばっておられること、保育士間でも共有で

きるようされていることを感じた。 

◇どの園も子ども主体的な保育をされているの

がよくわかった。子どもたちの声から保育を広

げられたり、環境設定も意識されている様子が

わかった。 

◇子どもを主体とした保育を行う上で、子ども

が何に興味・関心があるのか、よく把握し、環

境を構成していくことを意識して保育をしていこ

うと思っているが、つい「これを使ってみな。」と

子どもが考える前に言ってしまったり、興味・関

心にあっていない遊びをとりいれてしまっている

のではないかと思ったりすることもあるので、子

どもが主体となるように遊んでいる様子をよく観

察し、その中で保育士にはどのような役割があ

るのかを考え、関わっていこうと思った。 

◇子どもの見方が変わることにより、子どもも変

わり、保護者も変わっていく。子どもの幸せのた

めにさらに自分も頑張っていきたいと感じた。 

◇各園それぞれの報告を聞いて、また新たな

刺激になった。子どもを主体とした保育、本当

に大切だと思う。これからも子ども一人一人を

大切に保育したい。 

◇難しいことだなあという印象を持ちがちだが、

そうではないのだということを感じる。どこに視

点を置くかによって、子ども主体の保育が進ん

でいくことを実感した。 

◇保小では小学生が保育園児のお世話をす

るのではなく、それぞれの良さが出し合える活

動にという考えを聞き、これからの連携がます

ます楽しみになった。 

◇保小連携についてよくわかった。保育園・幼

稚園だけでなく、小学校の方からの報告もあり

分かりやすかった。最初のビジョンにもつながっ

ていくことでもあるので、みんなで子どもたちを

育てていくことを意識していきたいと思った。 

◇子どもを主体とした保育をすることで、子ども

の思考力など様々な発達につながり、改めて

大切だと感じた。 

◇保幼小が連携することで、連続性のある学

びにつながると改めて感じた。各園が工夫して

日々の保育をされていて、自園にも取り入れた

いと思えることもあったので今後生かしていきた

い。 

◇どの園も同じ思いを持って取り組めているの



り、北野先生の指導のもと前向きに質を向上さ

れていこうという空気が感じられ、とてもうれしく

思い、自分もがんばろうという気になった。 

◇幼小連携の大切さを改めて感じた。発表の

機会を与えてもらうことで、私達自身の意識が

高まった。幼稚園も小学校も連携のおかげで

子どもが更に成長したように思う。 

◇保育園さんのがんばりはすごいです。幼稚園

としてもがんばりたいと思いました。 

◇日頃自園の保育に必死で、なかなか目を向

けることのないお話を講演や研修で聞かせて

いただき、今子どもたちに大切なことは何かと

いうことを知らされること大変勉強になる。今後

の保育に少しずつでも取り入れられたらと思う。 

◇子どもの姿・実践を通しての報告を聞くこと

ができ、いろいろな園での活動、それによる子

どもの成長、主体性から考えた点などの結果

を知り、私自身学ぶことがたくさんできた。 

◇公開保育では、どの園もとても楽しく、子ども

たちの表情が生き生きしていたのが印象的

だった。良い部分ばかりだったので、ぜひ自園

の保育にも取り入れたいと思った。 

◇それぞれの園で工夫されたところ、取り組ま

れたところを、本園の実践と見直し、研修を進

めていきたい。 

◇保幼小連携、なかなか難しい部分もある

が、できるところから進めていきたいなと改めて

感じた。特別なことではなく継続して取り組める

ようになっていきたい。 

◇東山保育園さんのトーテムポールつくりのお

話は、特に興味深く聞かせていただいた。子ど

もたちが愛着のある遊具の解体に自明性を

もって取り組んだ姿が印象的だった。 

◇保幼小連携を今後も進めていくために、小

学校での年間カリキュラムに取り組むことが大

切だと思う。そのことにより、より連携が強まり、

継続していくことができると思う。小学校では、

１，２年生の担任だけではなく、学校全体で保

幼小連携を広め、理解していきたいと思う。 

◇子どもを主体という中で、振り返りを大切にさ

れていること、（年長児）対指導者でなく、子ど

も同士とのかかわりを振り返りの中で目指され

ていることは、小学校でもまさに大切にしている

ことで、連携した取り組みとして進めていきたい

と思った。 

◇研修や保幼小連携の取り組みを保幼小の

先生達が一緒にすることで相互理解が進み、

子どもの成長につながると思う。 

◇舞鶴市内の多くの保育園・幼稚園が、子ど

もを主体とした保育に取り組んでこられたことが

分かった。乳幼児期の発達の特徴に適した教

育・保育を目指して公開保育がたくさん行われ

たことは大切なことだと思った。 

 

３．全体講評について、感想等 

◇大人がいろいろなことを教えることは簡単だ

が、子どもたち自身が、いろんな物や自然、人

との関わりで経験や体験が大切だということ、

そこから、いろんなことを学ぶということがよくわ

かった。それを支援、意図的に関わるというこ

とを私達保育士がする。 

◇乳幼児期に大切な保育者の関わりは、子ど

もの興味関心から成り立つものであり、ドキュメ

ンテーション作成にあたっては、プロセスが重

要であることがよく分かった。今後の保育につ

なげられるようにしたい。 

◇乳幼児期には”教科書がない”というのが印

象的だった。目の前の子どもの姿を見て、子ど

も一人ひとりが主役になれるような保育をして

いきたいと思う。 

◇ドキュメンテーションは、ドキュメントじゃない。

「～ねばらならい」を壊していったり、”北野式”

学びの研修や著書を全職員に体験してもらい

たい。 

◇子どもたちが言葉を習得したり、感情が分か

るのは、遊びや生活の中での体験から学んで

いること、体験はとても大切だと分かった。 

◇自園の保育の内容は、まだ課題が多いと感

じているが、やっていることは教えていただいた

ことを元に、方向性は間違っていないと感じる

ことができた。 

◇日々、あわただしく過ぎていきがちだが、子ど

もたちの思い、つぶやきに気づき、主体とした

保育の大切さを感じた。舞鶴市として取り組ん

でいる子育てについて、私も１人の保育士とし

て力になっていることに誇りを持てた。もっと自

分自身勉強して保育を楽しみたいと思う。 

◇子どもが主語になる言葉を意識して使って

いこうと思う。実際の保育にすぐに生かせるよう

なヒントがお話の中にたくさんあった。 

◇国の動きなども聞けて、考えさせられた。保

育の中で何が大切なのか簡潔に聞けて良かっ

た。ドキュメンテーションをもっと活用できればと

思っている。 

◇振り返ることができ良かった。実践に基づい

た一つ一つの言葉が、とても胸に響いた。子ど

も達の「こうしたい」という思いから、ねらいや意

図をもって保育をしていく、臨機応変に対応し

ていくことの大切さを学んだ。 

◇改めて子どもの主体性の大切さを感じた。 

自分の園でできることをしっかりと取り入れてい

きたい。たくさん学べ、よかった。 

◇舞鶴が全国に発信していることが多いんだ

なと感じた。乗り遅れないようにしなくては・・・

舞鶴にいる以上、がんばりたい。 

◇目先の事に精一杯で、余裕がなくなりがちだ

が、もう一度保育を振り返り見直していきたい。 

◇舞鶴市の取り組みのすごさを感じた。これか

らさらに保育の勉強をしていきたいと思う。 

◇北野先生の話は、何度聞いても胸が熱くな

り、明日からの保育ガンバローという気持ちが

わいてくる。 

◇やりっぱなしでは悩むことも多く、講評してい

ただけるので方向性が見えてうれしい。 

◇発達を捉えたうえで子どもが主体的に動け

る保育をすること…自分の保育の中で子ども

が主体的に動けているか？改めて振り返りをし

なければいけないと感じた。２歳児の担任なの

で子どもが思う存分自我を出せているか？もよ

く考えていきたいと思う。ドキュメンテーション、

結果じゃなくプロセスを大事に書いていきたい。 

◇感情経験やその他様々な経験が、言葉や

人の話を聞く姿勢にもつながっていくことを知

り、全ての基礎は乳幼児期の経験であることを

改めて感じた。 

◇子ども主体・・・改めて自分の今している保

育は、まだまだ保育士主体だと気付かされた。

これから少しずつ意識を変えて、保育をよくし

ていきたいと思った。 

◇舞鶴市がいろんなところで紹介されている…

現場もがんばらないといけないなあと思った… 

◇舞鶴市の取り組みが全国に広がっていて驚

いた。毎回舞鶴市に来ていただき、講評してく

ださることやお話してくださることを嬉しく感じ、

大切にしたい。 

◇舞鶴市の取り組みが、全国的に取り上げら

れていて驚いた。 

◇舞鶴でのできごとが日本の各地へ影響して

いることに驚いた。 

◇ドキュメンテーションを書くとき、「～した、～

できた」という結果を書くのではなく、子どもがど

んなことに興味・関心をもち、それとどのように

関わったのかというプロセスを書くのだということ

を学んだので、もう一度自分のドキュメンテー

ションを見て振り返り、これからのドキュメンテー

ションがよりよいものになるように生かしていき

たいと思う。 

◇過程を大切に、子どもに寄り添った保育を

し、保護者にもその大切さを伝えていきたい。 

◇国の単位で保育の方にもお金がおりるよう活

動され、すばらしいと思う。全国的に国として取

り組むべき。 

◇保育の大切さのお話を聞いて、勉強になっ

た。保育の方にも国が力を入れて、いい保育

ができればいいなと思った。 

◇たくさんの内容で、ひとつひとつの時間が短く

て残念。もっと聞きたかった。 

◇保育園、幼稚園、小学校、市の方と、それ

ぞれの立場からの話を聞かせていただき、より

分かりやすかった。今後さらによい活動となっ

ていけるよう園でできること、自分ができること

をしっかりしていきたい。 

◇子どもの興味・関心から、援助の方法を考え

ることがしていけるように日々の保育をしていき

たいと思った。 

◇子どもにとって経験や体験がとても大切で、

そこに関わる保育士（大人）の声かけもとても

大切であることを改めて感じた。 

◇舞鶴の子どものためにみんなでアクションを

おこしていく大切さを感じた。 

◇団体生活の中でのたくさんの経験の大切さ

を感じた。園に来てるからこそできる体験・経

験をいっぱいしていきたい。 

◇振り返り、話し合いの場面の工夫をしていくこ

とで、コミュニケーションをよりよくし、人とのかか

わりも大切にしていきたい。 

◇１年間の保育のまとめとしてお聞きすること

で、自分自身の振り返りになり、自分の足りな

かったところが明確となった。 

◇常に全国的なレベルで子どもの育ちの大切

さや、保育士の質の向上にかかわる待遇改善

を根底に講評してくださり、明日への意欲と

なっている。 

◇ビジョン・研修の必要性を言ってもらって、教

師にはよく分かったと思う。ドキュメンテーション

をやっていきたいと思う。（勉強不足で知らな

かった。）とても大切な取り組みだと思った。 

◇わかりやすく納得できるお話だった。幼稚園

も、もっともっとがんばらないと・・・と思う。保育

の質を高めていきたいと思った。 

◇ビジョンに対する舞鶴市の教育や、日本、世

界から見た保育へのいろいろな課題を大きな

点から説明されて、とても考えさせられた。 

◇知的好奇心、探究心については、課題とし

てあがっているものの、十分取り組めていない

ことなので、職員間での意識を共通認識した

い。豊かな感情体験を元にした語彙力のアッ

プを見直したい。 



◇舞鶴が取り組んでいることがすごいことなん

だと改めて感じ、少しでも関わっていることに嬉

しくなった。もう少しゆっくりお話が聞きたかっ

た。 

◇乳幼児期の発達の特徴が分かり、児童期の

教育との違いが理解できた。幼小の連携を進

めるためにも、交流や参観を通じて、共に考え

進めていくことが大切だと思った。 

◇北野先生のお話はとてもわかりやすく、小学

校教員が聞いてもとてもためになる。特に小学

校入門期では、大切にしたいことがあった。 

◇聞く力を身に付けるためには、聞いてもらっ

てうれしい、聞いてよかったと思う経験を積み

重ねておくことが大切と話の中にあった。肯定

的な体験が積み重ねられるようにがんばりたい

と思った。 

 

４．今後の研修について、期待すること 

◇保・幼・小の枠を越えた共有意識、互いの

理解が深まるような研修を求める。 

◇子ども主体の保育の難しさを感じているの

で、他園の環境をもっともっと見て、お互いに

勉強していきたい。 

◇他園とエピソードやドキュメンテーションを見

せ合ったり、交流する場を持つことで学び合っ

ていきたい。 

◇保育に活かせるような（実践）内容の研修。

（発達支援について・・・など） 

◇もっと他の園の保育を知りたい。保育園だけ

でなく幼稚園、小学校での子どもの様子、どん

な育ち方をしているのか知りたい。 

◇保育の質の向上で、引き続き他園の保育実

践など、報告し合える場があると良い。 

◇続けることが大切だと思う。日々の保育、他

の研修などある中、どう時間を見つけていくか。 

◇グループワークなどがあると様々な意見が

聞けてよかったので、今後も続けてほしい。 

◇公開保育は他園の保育を知る良い機会な

ので続けてほしい。 

◇舞鶴の活動を、舞鶴以外で報告する機会

がもっと増えればよいなと感じた。 

◇さらに多くの方が参加し、同じ気持ちで保育

していけたらうれしい。 

◇情報交換できる機会（公開保育やカンファレ

ンス等）がたくさんあればうれしい。 

◇北野先生の話は、何度聞いても新しい発見

があり、これからもたくさん聞きたい。 

◇今日のような研修が保幼小のもっと多くの先

生方と共有できたらいいと思う。 

◇ビジョンについての研修。 

◇幼稚園、小学校の先生方との意見交流の

場。一緒に学べる場があるといい。 

◇具体的な取り組みをもっと勉強したい。 

◇研修に出やすい体制を整えてほしい。 

◇学び合える研修。今もレベルが高いと思う。 

◇今後も公開保育があれば、参加したい。今

までしておられない園の保育が見たい。 

◇公開保育後の保育の現状。 

◇研修の機会が多いとモチベーションアップに

もつながると思う。皆に機会があればと思う。 

◇作業部会の時のように、保幼・小・中の先生

方が共に学んだり、交流ができる場が増えてい

くことを期待したい。 

◇小学校として、少しでも連携が進み、また定

着していくよう活動を続けていきたいと思う。 

◇北野先生のお話を小中学校でも聴かせてい

ただきたい。０歳からの教育の大切さを学びた

い。 

 

５．今年度、研修を受けて、自園の保育に活

かされたこと 

 →それによる、子どもや保護者の変化、反応

等のエピソード 

◇公開保育、ねらいを明確にすること。接続に

関しては、そのねらいを共有し、意識し活動・

指導をする。保育士同士が保育を語る。保育

士も自己発揮できること（職員集団の中で） 

◇子どもを見る視点、保護者にこの成長を伝

えたいから、の思いを持って子どもと関わった

り、ドキュメンテーションに表すことができるよう

になり始めた。 

◇公開保育では、環境設定の仕方をたくさん

学ばせてもらい、園で真似できることは取り入

れさせてもらい勉強になった。いろんな方が書

かれたドキュメンテーションを見ることで、いろ

んな角度からの考え方や保育の意図、関わり

方などを学ばせていただいた。 

◇他園を見て、ドキュメンテーションの書き方

や、保育内容の改めを考え直すことができ、保

育も少しずつ変わってきていると思う。 

→保育内容が変わってきた中で、保護者も写

真や子どもの姿に興味を持って見られることも

少しずつ増えてきている。 

◇子ども主体の保育をするために、自分の保

育、子どもへの関わり方など、見つめ直すこと

ができた。保育者全員が意識することで、少し

ずつ保育が変化していると思う。 

→子どもが明日はこれをしたい、これをしようと

楽しみに登園する姿があったり、のびのびと自

由に遊べることで子どもが生き生きと登園して

いるという保護者の声もあった。 

◇今までの保育を見直す機会になり、子どもの

主体性を考えて、子どもへの声かけや関わりを

意識するようになってきた。 

◇クラスで話し合う機会が増えた。 

◇公開保育へ行かせてもらった時に、ドキュメ

ンテーションの書き方をねらい、気づきを書くよ

う教えていただき、それをふまえ、本園でも、ね

らいや気付きなどを書くようになった。 

→（保護者が）ドキュメンテーションを子どもと一

緒に見てくれるようになった。 

◇公開保育を受けて、改めてどんなことを考え

て保育していたか、子どものことをどれだけ見

れていたか知ることができた。 

→ドキュメンテーションを見て、子どもが自分が

どこにいるのか伝えるので、保護者の方も見て

くれるようになった。 

◇公開保育を受けたことで、良い部分も悪い

部分もそれぞれ教えてもらい、これからの保育

に対する見通しがつきやすくなった。 

◇他園の方々に見ていただくことで、改めて

日々の保育を職員全体で考える良い機会と

なった。 

◇ドキュメンテーションの必要性、書き方などを

知れ、改めて日々の保育を見直せた。 

→ドキュメンテーションを見て「こんなことが出

来るんや」とビックリされていた。言葉だけでは

伝えきれない子どもの姿を知ってもらえた。 

◇子どもの気持ちを読み取って保育を展開し

ていくことや、遊びを個から他児へとつなげてい

くことなど、保育環境のあり方。 

→子どもの成長に気づき、そのことを伝えてくだ

さるようになった。 

◇クラスの保育士間（担任同士）の連携が取

れた。保育の振り返りができた。 

→（保護者が）玄関に貼り出してあるドキュメン

テーションを気にして見てくれるようになった。

写真をのせることで興味・関心につながって

いった。 

◇公開保育をしたことで、園の保育を見直す

きっかけになった。また、他園の保育を見せて

もらうことで講義を受けるより学ぶことが多かっ

たように思う。 

◇公開保育を受けるにあたり、自分達の保育

を見直すよい機会となった。子どもを見る視点

が変わりつつある。 

◇保育室や園庭の環境を見直すきっかけと

なったことと、保育を園全体で考え直すきっか

けとなった。 

◇自園の保育環境についてはもちろん見直す

ことができたが、それよりも、保育者が保育につ

いて考える良い機会になった。”たくましく生き

る力”とは、何なのかということに始まり、各年

齢をどう大切にしていくのかということを考え、

保育者の学びたいという気持ちにもつながって

いる。人的な環境こそが、保育の上でどれほど

大切かということを再確認できた。 

→担任の意識が変わったことで、子どもの物ご

とに向かう姿勢（意識）が変わった。 

◇たくさんのアドバイスをいただいて、おもちゃ

の置き方だったり、環境のあり方を見直すこと

で、大人の意識も変わったし、なにより、子ども

たちの遊びも、選んで遊ぶ環境への充実へつ

ながった。 

→（子どもが）自分達で考えを出し合い遊ぶ姿

が増えた。（自由遊びの時間） 

◇環境について考え、保育者同士で意見を出

し合い整えていった。 

→（子どもが）自分でしたい遊びを自分たちで

用意して工夫して遊べるようになった。 

◇話し合いによくこのテーマが出てくるように

なったが、まだまだ話し合い段階。 

◇まずは職員の考え方でいろいろな園の話を

聞くことは勉強になる。 

→行事に対する感想は少し違った感想が聞か

れることが増えてきたが、まだ伝えきれていな

い部分が多い。 

◇ドキュメンテーションを取り組むことで、子ども

たちの姿、自身の保育を振り返ることができる。 

→ドキュメンテーションを子どもたちも喜び、子

どもの方から「お母さん見て！」「こんなんした

で！」と嬉しそうである。 

◇今年度何度かドキュメンテーションを書くとい

うことしかできず、もっとドキュメンテーションをし

て学んだことを活かしていければよかったと思

う。 

→園の玄関に貼ってあることで、保護者の方が

興味をもって見てくださるようになり、こんな視

点があるんですねという発見もあったよう。 

◇子どもの自主性にまかせた保育でも、しっか

りと保育士のねらい、意図はおいておく。 

→「あれしたい！！これしたい！！」と自分のし

たいことをしっかり伝えたり、どうすればよいか

自分で考え行動する子が増えてきたように思

う。 

◇保育に関しても、ドキュメンテーションに関し

ても試行錯誤。悩んだ日々が保育になるという

北野先生の言葉を胸にがんばりたい。 



◇刺激を受け、やってみようと保育の幅が広

がった。 

→育ちに関する保護者のコメントが増え、子ど

もたちは自分のしたいこと興味を深めようとする

姿が増えた。 

◇環境（保育室・園庭など）を見直した。 

→（子どもが）自分から環境に働きかける姿が

よく見られるようになった。 

◇ドキュメンテーションの書き方を、以前よりも

自信を持って書けるようになったかな・・・と自

分なりに思っている。 

◇ドキュメンテーションを書く際の視点が変わっ

た。親に伝えたいことも書くようになった。 

◇子どもたちがすることや発言を見守りすぐに

答えは出さず、考える時間ができるような声か

けをした。 

→こちらから声かけしなくても、自主的に友達

同士誘い合って練習する姿があった。またド

キュメンテーションを掲示することにより、「こん

なことがあったんですね」など結果だけでなく過

程に対するコメントも増えたように思う。 

◇子どもと考えて一緒に作ることや、楽しむこと

を意識できるようになってきた。 

→保護者の方が保育に興味を持ってくれ、家

でも、子どもと一緒に保育の内容を深めてくれ

るケースが何度もあった。 

◇日常の遊びだけでなく行事も子ども主体で

取り組んでいるが、少しずつ出来ばえではなく

過程やその中の苦労や子どもの成長に気づい

てもらえるようになってきた。 

◇園内研修が設けられ、同じドキュメンテー

ションでもいろんな見方、考え方があり、いろん

な先生の意見を知ることができた。 

◇・ドキュメンテーションの研修を受けて、写真

の撮り方、書き方などを学び、普段の保育をド

キュメンテーションに書くときは意識して学んだ

ことを取り入れた。 

・コーナーをつくることで、遊びに集中でき、子

どもたちの世界がつくられるということを学び、

コーナーをつくるようにした。 

→コーナーをつくることにより、子ども同士の関

わりが増え、落ち着いて遊んでいる姿が見られ

た。 

◇違う園の公開保育を見て、参考になることは

すぐ園に持ち帰り実践した。 

→クラスに貼ってあるドキュメンテーションは自

分の子が載っていることもあり、（保護者が）よく

見ておられる。 

◇多々あり。大変だったけれど、自分の保育を

振り返り、いい機会となった。楽しい保育の展

開があり、これもこの保育の取り組みに参加で

きたからかなと感謝している。 

→・子どもの発言が増え、自分の思いをこれま

で以上に言葉にできるようになった。それに

よって保育も子ども主体のものになってきた。 

・保護者に子どもの成長の姿に共感してもらう

機会となった。（ドキュメンテーション） 

◇今まで以上に職員間で、今子どもたちは何

に興味あるのか、その遊びをするには、どんな

環境を整えたいか、子どもにとってどうあるべき

か、話し合う機会が増え、共通意識で考えて

いけるようになってきていると思う。 

→「先生これしていい？」と聞いていた子どもが

多かったが、「これがやりたい」「こうしたい」と

「こう思う」という自分の思い、したいことを明確

に伝えれるようになってきている。 

 生き生きと活動している子どもの姿を見て、

保護者も嬉しそうである。子どもの成長を保護

者と話し、共感しあえることが増えてきた。 

◇子ども主体の保育について、年々理解を深

めることができた。また今年度は指導案にも取

り組んだ。職員同士で研修もしたが、まだまだ

これから理解を深めていきたい。 

◇ドキュメンテーションを立ち止まって子どもの

学びや育ちまで読まれる保護者の方が増え、

そこから親子の会話が増えたり、子どもの育ち

などに気づいてもらうことができている。 

◇おもちゃをそろえたり、環境が少し変化した。

子どもへの声かけ一つも変えていくことができ

た。 

→ドキュメンテーションに目を向ける保護者が

増えた。自分で考えて遊びを広げていく子ども

の姿が見られた。 

◇公開保育を行うにあたり、日々の保育のあり

方や子どもの発達等考え直すよい機会になっ

た。 

→好きな遊びを選んだり、自分達で考えて遊

ぶことができるようになってきた。 

◇これから勉強し、みんなで話し合いたい。 

◇自分の意識が少しずつ変わってきた。子ども

を見る視点が変わり、他の職員と話す機会が

増えた。 

→「なんでなん？」「なんでそれするの？」と活

動に素朴な質問や疑問を伝える子も増え、納

得して遊びや活動に入っていく姿が見られるよ

うになっていった。 

◇普段の保育の見直しをしたことが大きな変

革だったと思う。それを継続する大切さも感じ

ている。ドキュメンテーションでは、自分の保育

を振り返るきっかけにもなった。 

◇保育士の連携が強くなり、特にクラス担当の

保育士との連絡はしっかりしてきた。子どもや

保護者の情報交換がしっかりできている。 

→作品展・参観日などにゆっくりドキュメンテー

ションを見てもらう時間をつくった。その時は保

育園での子どもの様子がわかったとの声をいた

だいた。 

◇職員同士の連携がよいと、よい保育ができ

る。 

◇子どもの発達をより見れるようになった。環

境の見直し。保育士の連携を密にしてとるよう

になった。ドキュメンテーションを作成したことで

子どもの育ち、学びが分かるようになった。 

→いろいろな体験、経験を通して、子どもの思

考力、表現する力、語彙力など、人と人とへか

かわりの中で育てている。 

◇保育の見直し、子どもが何に興味を持って

いるのか、職員同士の連携など意識するように

なり、少しずつ保育の仕方も変えた保育ができ

ていると思う。 

→子どもたちからの疑問・質問・誘い語・提案

などを多く聞くようになった。 

◇保育参観や収穫祭・作品展などの行事の

時に各部屋にドキュメンテーションを貼り、保護

者にゆっくり見てもらえるようにした。 

→まだ写真の中の子どもの姿を探す保護者も

いるが、文を読んで、感想を伝えてくれる保護

者も増えてきた。 

◇自分ではこれでいいのかな？と不安になるこ

とは保育の中で時々あり、それを他の先生方

に見ていただいたり、意見をいただけたりする機

会を多く持て、自分の保育に活かすことができ

た。 

◇子ども主体、子どもが自ら選んで考えて遊べ

る環境づくりを心がけるようになった。 

◇一歩ずつでも変わっていくことを意識するこ

と、行事やおたよりなど機会を捉えて発信して

いる。 

→発信を繰り返し積んでいくことで、変えていけ

ること（少しずつですが）を感じている。また子ど

もが変化することで伝えていけると思う。 

◇意識して、現在の子どもの様子や発達をた

より・日誌などで（保護者に）伝えた。また行事

では、保育所の意図するところを何度も事前に

伝え、子どもたちが主体的にあそんだり生活し

ている素晴らしさを勉強した。 

→そのことにより、（保護者の）行事を見る目が

変化してきて、見栄えだけでない子ども同士の

育ちやねらいに沿った子どもの様子をみとって

くださり、アンケートに返していただけて、大変う

れしい思いがあり、今後への意欲となった。 

◇園児が主体的に遊べる環境づくりに努めた。

自ら遊びを発見したことを園全体に広められ

た。自然のものを常に部屋に用意した。 

→大変喜んでもらえた。感動してもらった。（砂

場、赤土の場等も含め） 

◇子ども自ら活動できる環境構成について考

える良い機会になった。少しずつ変えていきた

い。 

→植物を身近に置くことにより、水やりを進んで

したり、生長に興味を持ち、伝えあえるように

なった。 

◇子どもが主体的になる保育というものが、

日々様々な活動、生活において、取り入れら

れるように、環境、保育者自信の行動に気を

つけていった。 

→子どもが主体になることで保育者が主になる

ことが少なくなり、子ども自身で意見を言って遊

び・生活を進めていったり、他の子どもたちとそ

れぞれが主体となって考えを言って、生活が

進み、見守ることが多くなった。 

◇公開保育をすることで、指導案の中での言

葉（表現）の使い方、ねらいと評価の立て方、

環境構成の仕方等を職員間で共通理解し、

考え合うきっかけとなっている。 

◇ドキュメンテーション、はじめは書くことにとて

も抵抗があったが、書くことで子どもの姿がよく

分かるようになった。 

◇公開授業を通して、年長児、１・２年生それ

ぞれの発達段階を理解することができ、その後

の成長につながった。特に２年生はリーダーと

しての素地ができた。 

◇公開保育により、保幼で子どもたちが主体的

に活動したり、気づきを持ったりしていることや、

先生達が意図的に環境設定されたり、声かけ

をされたりしている姿に学ばせていただいた。そ

れらの育ちを小学校でも伸ばしていきたい。 

 

 


